
多肢選択式と条件付記述式の相違のイメージ例（たたき台）

大学入試センター試験
の多肢選択式

「大学入学希望者学力評価テスト（仮称）」
の条件付記述式
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◎評価の対象となるのは、問題文を読んで
選択肢の中から正しい答えを選択する力
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◎評価の対象としたいのは、単に答えを出す力ではなく、
下記 囲みで示すような思考・判断・表現のプロセスで
必要となる具体的な力

※発想としては、例えば、 ２＋３＝□ ではなく、 ５＝△＋○ を求めること
や、一定の条件の下で １＋□＝△ という式を考えることなど

例えば、設問で一定の条件を
設定した上で、それを踏まえて、
結論や結論に至るプロセスを
解答させることが必要
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